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第４章 秦野市生物多様性地域戦略について 

１ 生物多様性地域戦略の策定にあたって 

(1)  地域戦略の目的 

  これまで本市では、本市が目指す都市像「みどり豊かな暮らしよい都市」 

の実現に向けて、緑や緑地の保全・再生・創出を目的に「秦野市緑の基本 

計画」を策定し、総合的かつ効果的な施策の展開を推進してきました。 

   この間に、生物多様性基本法の制定に伴う生物多様性国家戦略の策定や 

ＣОＰ１０の開催など、生物多様性保全に関する社会情勢や本市における 

生物多様性の現状と課題を踏まえ、「秦野市緑の基本計画」に「生物多様性 

地域戦略」を新たに位置づけることとし、生物多様性への取組みや保全に 

努めていきます。 

 (2)  地域戦略の期間 

   「秦野市緑の基本計画」の期間に合わせて、令和２年度から令和７年度 

   とします。  

 (3) 地域戦略の位置づけ 

    都市緑地法に基づき策定された「秦野市緑の基本計画」に、「秦野市生物 

多様性地域戦略」を組込み、生物多様性地域連携促進法に基づき策定され 

た「秦野市生物多様性地域連携保全活動計画」※と連携を図っていきます。 

 ※地域における多様な主体が有機的に連携して行う生物多様性の保全のための活動（地域連携保全活動） 

の実行計画。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の基本計画 
・都市マスタープラン 

・環境基本計画 等 

秦野市緑の基本計画 

 

整合 

生物多様性地域戦略

（生物多様性基本法） 

促す 
 

促す 

追加 
 

連携 

生物多様性地域連携保全活動計画

（生物多様性地域連携促進法） 

 

連携 

・森林整備計画 

・地下水総合保全管

理計画 

・景観形成基本計画 

・地域防災計画 等 
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２ 生物多様性について 

 (1) 生物多様性とは 

約４０億年の地球の歴史の中で、地球上の生物は、様々な環境に適応し、 

進化し、 多種多様な生物が生まれてきました。これらの生物には、一つ一 

つに個性があり、地球上に生きる全ての生物が、直接的または間接的に支 

えあって生きていることを「生物多様性」と言います。 

    生物多様性条約では、生態系の多様性、種の多様性、遺伝子の多様性の 

３つのレベルの生物多様性があるとされています。 

ア 生態系の多様性 

  様々な生物を中心に、大気、水、土壌などの環境要素が相互に関わり 

合いながら、森林や里山、河川などの環境があり、それぞれの特質に応 

じた生態系が存在しているように、多様な生態系が存在していることを

「生態系の多様性」と言います。 

イ 種間（種）の多様性 

様々な人や動物、植物、細菌等の生物が生息・生育していることを「種 

間（種）の多様性」言います。 

ウ 遺伝子の多様性 

  同じ種類や動物や植物、人間でも、地域により形態や模様、生態など 

が異なります。このように遺伝子のレベルで多様な違いがあることを「遺 

伝子の多様性」と言います。 

(2) 生態系サービス 

   私たちの生活に欠かせない酸素や水、食料などは、生物多様性が与えて 

くれる恵みです。このことを「生態系サービス」と言い、４つに分類され 

ます。 

ア 供給サービス 

    豊かな土壌によって作られる農作物、石油などの燃料や木材、薬品の 

提供など、私たちの生活に重要な資源を供給するサービスのことを言い 

ます。 

  イ 調整サービス 

    植物や土壌などによる水質改善、森林などの生態系による気候の調整

や自然災害の防止、緩和と言った、環境を制御するサービスのことを言

います。 
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  ウ 文化的サービス 

    国や地域ごとに、生態系や気候は様々です。それらの違いは、地域固 

有の文化や景観、宗教などを育み、私たちの生活に精神的な恩恵を与え 

ているサービスのことを言います。 

  エ 基盤サービス 

水の循環、土壌形成、植物の光合成など、他の生態系サービスを支え 

る基盤となり、他のサービスの供給を支えているサービスのことを言い 

ます。 

(3) 生物多様性の４つの危機 

私たちの生活に様々な恵み（生態系サービス）を与えてくれる、生物多 

様性ですが、生物多様性を失ってしまう、４つの危機があるとされていま 

す。これらの危機は、人間活動による影響が主な原因であると考えられて 

おり、種の絶滅速度は、自然状態での速度に比べて遥かに早く、たくさん 

の生物たちが危機に瀕しています。 

ア 第１の危機（人間活動による影響） 

    開発に伴う森林伐採や、埋め立て工事による生息、生息地の破壊。 

イ 第２の危機（自然に対する人間の働きかけの縮小による影響） 

石炭から石油へのエネルギー構造の変化や少子高齢化、都市部への人 

口の集中による、里地里山の荒廃。 

ウ 第３の危機（人間により持ち込まれたものによる影響） 

    人類は技術の進歩により、より多くの物や人を、より遠くにより速く、 

運ぶことが可能となりましたが、それに伴い、外来種や化学物質などが 

持ち込まれ、地域固有の生態系に大きな影響を与えています。 

エ 第４の危機（地球環境の変化による影響） 

    現在地球では、地球温暖化のほかにも、極端な気象現象の多発や海洋 

の酸性化などの環境の変化が進行しています。その環境の変化はとても 

速く、適応できない生物や生息・生育場所の移動ができない生物への影 

響が危惧されています。 

(4) 外来生物について 

もともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって他の地域から 

入ってきた生物のことを「外来種」と呼びます。 

在来種（本来の分布域に生息・生育する生物）でも、日本国内のある地 

域から、もともといなかった地域に持ち込まれた場合には「外来種」とな 
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り、もとからその地域にいる生物に影響を与える場合があります。これら 

を「国内由来の外来種」と呼んでいます。 

外来生物法では、海外から日本に導入されることにより、その本来の生 

息地又は生育地の外に存することとなる生物を「外来生物」と定義してい 

ます。 

３ 生物多様性に関する本市の取組みの方向性について 

 (1) 生物生息状況の調査、分析 

  ア 調査方法 

  市内に点在する、昔ながらの田園風景や自然林が感じられる水田・雑 

木林（23 箇所）、本来の生態系を保っている寺社林及び市街化地区の 

公園（10 箇所）、市内を流れる河川（6 河川）で生き物調査を実施しまし 

た。なお、既に生き物調査の資料がある場合には、その資料を参考にし

ています。 

   調査期間は、令和元年 8 月から令和 2 年 9 月までとし、季節の影響を 

受けにくくするため、季節の違う時期に 2 回以上実施しました。 

   調査地内を調査員が歩き、指標生物※が確認された場合は記録する。 

指標生物の中には、昼間に確認することが難しい生物もいるため、夜間 

に調査を実施する場合があります。 

   生物の確認方法は、捕獲、目視、鳴き声、痕跡、死骸とし、特定が難 

しい場合は、写真または捕獲して後日確認しました。 

   この調査では、調査地ごとに確認されなかった生物が、必ずいないと 

断言するものではありません。 

     ※秦野市生物多様性地域連携保全活動計画の指標生物を参考に、雑木林、水田でそれぞれ 25 種選定し、 

指標生物とは別に外来種も確認項目に加えました。河川の指標生物については、相模川及び酒匂川水系 

で 5 年毎に実施されている神奈川県民参加型調査の動植物 57 種にｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ、ｳｼｶﾞｴﾙなどの外来種を追 

加しました。 
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  イ 調査地 

   (ｱ) 水田（13 箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①菩提 ②東田原 1 ③名古木 1 ④名古木 2 ⑤名古木 3 ⑥柳川 1 ⑦堀西  

⑧千村 ⑨渋沢 1   ⑩今泉 1   ⑪今泉 2   ⑫北矢名  ⑬鶴巻 

 

(ｲ) 雑木林（14 箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①横野、②東田原 2、③羽根、④名古木 2、⑤名古木 4、⑥蓑毛、⑦柳川 2 

⑧渋沢 1、⑨渋沢 2、⑩今泉 1、⑪南が丘、⑫上大槻、⑬曽屋 1、⑭曽屋 2 
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(ｳ)  公園、神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①公園 1、②公園 2、③公園 3、④公園 4、⑤公園 5、⑥公園 6、⑦神社 1 

⑧神社 2、⑨神社 3、⑩神社 4 

 

(ｴ)  河川 
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  ウ 調査結果 

(ｱ) 水田 

地区 確認された指標植物 確認された指標動物 

南地区 

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ･ﾂﾘﾌﾈｿｳ･

ｾﾘ 

ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ･ｼﾏｱﾒﾝ

ﾎﾞ･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ･ｼｵｶﾗﾄﾝ

ﾎﾞ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾏﾙﾀﾆｼ･ｶﾜﾆﾅ 

東地区 

ﾓﾀﾞｶ･ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ･ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ｺｶﾞ

ﾏ･ｺﾅｷﾞ･ﾀｶﾞﾗｼ･ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ･ﾜﾚ

ﾓｺｳ・ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ・ﾐｿﾞｿﾊﾞ類・

ｻｸﾗﾀﾃﾞ類・ﾐﾐﾅｸﾞｻ・ﾉﾐﾉﾌｽﾏ・

ﾂﾘﾌﾈｿｳ・ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ・ﾂﾘｶﾞﾈﾆ

ﾝｼﾞﾝ･ﾉｱｻﾞﾐ･ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ･ｶﾝﾄｳﾖ

ﾒﾅ･ﾀｳｺｷﾞ･ｾﾘ 

ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ･ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ･ﾂﾁ

ｶﾞｴﾙ･ﾆﾎﾝｲﾓﾘ･ﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾎﾄｹﾄﾞ

ｼﾞｮｳ･ﾀｲｺｳﾁ･ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ･ﾋﾒｱﾒﾝ

ﾎﾞ･ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾊｸﾞﾛﾄﾝ

ﾎﾞ･ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ･ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ･ﾍｲｹ

ﾎﾞﾀﾙ･ｶﾞﾑｼ･ｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ･ｻﾜｶﾞ

ﾆ･ﾏﾙﾀﾆｼ･ｶﾜﾆﾅ･ｶﾔﾈｽﾞﾐ 

北地区 

ｵﾓﾀﾞｶ･ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ｺﾅｷﾞ･ｹｷﾂﾈﾉ

ﾎﾞﾀﾝ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ類･ﾐﾐﾅｸﾞｻ･ﾉﾐﾉﾌ

ｽﾏ･ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ･ﾉｱｻﾞﾐ･ｺｵﾆﾀ

ﾋﾞﾗｺ･ｾﾘ 

ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ･ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ･ｼﾏｱ

ﾒﾝﾎﾞ･ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ･ｶﾞﾑｼ･ｼﾏｹﾞﾝ

ｺﾞﾛｳ･ｻﾜｶﾞﾆ･ｼｷﾞ､ﾁﾄﾞﾘ類 

大根地区 

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ類･ｻｸﾗﾀﾃﾞ

類･ﾉﾐﾉﾌｽﾏ･ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ･ｶﾝﾄｳﾖﾒ

ﾅ･ｾﾘ 

ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ･ﾂﾁｶﾞｴﾙ･ﾄﾞｼﾞ

ｮｳ･ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ･ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ･ｵﾆﾔﾝﾏ･

ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾏﾙﾀﾆｼ･ｶﾜﾆﾅ 

鶴巻地区 

ｵﾓﾀﾞｶ･ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ｺﾅｷﾞ･ﾀｶﾞﾗｼ･

ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ･ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ

類･ｻｸﾗﾀﾃﾞ類･ﾉﾐﾉﾌｽﾏ･ｺｵﾆﾀﾋﾞ

ﾗｺ･ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ･ｾﾘ 

ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ･ﾂﾁｶﾞｴﾙ･ﾄﾞｼﾞ

ｮｳ･ﾏﾙﾀﾆｼ･ｶﾜﾆﾅ･ｻｷﾞ類 

西地区 

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ｺﾅｷﾞ･ﾀｶﾞﾗｼ･ｹｷﾂﾈﾉ

ﾎﾞﾀﾝ･ﾜﾚﾓｺｳ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ類･ﾐﾐﾅｸﾞ

ｻ･ﾂﾘﾌﾈｿｳ･ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ･ﾐｿﾞﾎｵ

ｽﾞｷ･ﾉｱｻﾞﾐ･ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ･ｶﾝﾄｳﾖﾒ

ﾅ･ｾﾘ 

ヤﾏｱｶｶﾞｴﾙ･ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ･ﾂ

ﾁｶﾞｴﾙ･ﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾀｲ

ｺｳﾁ･ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ･ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ･ｵﾆﾔﾝ

ﾏ･ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ･ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ･ﾍｲｹ

ﾎﾞﾀﾙ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾏﾙﾀﾆｼ･ｶﾜﾆﾅ･ｻｷﾞ

類 

上地区 
ｵﾓﾀﾞｶ･ﾀｶﾞﾗｼ･ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ･ﾐｿﾞ

ｿﾊﾞﾙ類･ｻｸﾗﾀﾃﾞ類･ﾐﾐﾅｸﾞｻ･ﾑﾗ

ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ･ﾂﾁｶﾞｴﾙ･ﾆﾎﾝｲ

ﾓﾘ･ﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾋﾒｱﾒﾝ
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ｻｷｻｷﾞｺﾞｹ･ｾﾘ ﾎﾞ･ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ･ｵﾆﾔﾝﾏ・ﾊｸﾞﾛﾄﾝ

ﾎﾞ・ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ･ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ・ｻﾜ

ｶﾞﾆ･ﾏﾙﾀﾆｼ･ｶﾜﾆﾅ・ｻｷﾞ類・ｼｷﾞ､

ﾁﾄﾞﾘ類 

・ 考察 

（植物） 

13 か所の水田調査の結果、指標植物は 25 種中 22 種が確認された。全

地域で確認できたのはセリであり、広域的に分布していた指標種はヒ

ガンバナ、ケキツネノボタン、ミゾソバ類などである。一方、確認で

きなかった指標種はヘラオモダカ、アカバナ、ミゾカクシの 3 種。そ

のうちアカバナは 2010 年の同調査では名古木、千村、渋沢で確認され

ていた。たまたま確認できなかったのか消滅したのかは定かではない

が、要因として考えられるのは宅地開発など人為的要因や外来種の生

息拡大であり、今回、外来種のオランダガラシは菩提を除く全地域で

確認された。しかし、10 年前の同調査で確認された指標植物が今回も

ほぼ確認できた東地区などは、非常に良好な環境が保たれていると言

える。 

（動物） 

水田調査地 13 か所で確認された指標動物は 25 種中 24 種であり、広域

的に分布していた指標種はヒメアメンボ、シマアメンボ、シオカラトン

ボ、サワガニなど 6 種であった。局地的に分布していたのはトーキョー

ダルマガエル、ニホンイモリ、タイコウチ、ミズカマキリ、ヘイケボタ

ル、シマゲンゴロウなどであった。2010 年の同調査では市内数か所に

分布していたヤマアカガエルだが、今回確認できた地区が減少した。ヤ

マアカガエルはアライグマによって捕食されることが知られており、こ

の 10 年で外来種アライグマの生息域が拡大されていることと何らかの

関係があるかもしれない。 
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   (ｲ)  雑木林 

地区 確認された指標植物 確認された指標動物 

南地区 

ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ･ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ･ｳﾗｼﾏｿｳ･ﾎｳ

ﾁｬｸｿｳ･ﾎﾄﾄｷﾞｽ･ﾔﾏﾕﾘ･ｷﾝﾗﾝ･ｷﾞ

ﾝﾗﾝ･ｴﾋﾞﾈ･ｼｭﾝﾗﾝ･ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳ

ｼ･ﾔﾌﾞﾗﾝ･ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ･ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ･

ｲﾁﾔｸｿｳ･ﾘﾝﾄﾞｳ･ﾔﾏﾙﾘｿｳ･ｱｷﾉﾀﾑ

ﾗｿｳ･ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ･ｵｹﾗ･ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ･

ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ 

ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ･ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ･ｼﾞｬｺｳｱ

ｹﾞﾊ･ｷﾏﾗﾀﾞﾋｶｹﾞ類･ｸﾛｺﾉﾏﾁｮｳ･

ﾌｷﾊﾞｯﾀ類･ﾊﾔｼﾉｳﾏｵｲ･ｸﾂﾜﾑｼ･ｱ

ﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ･ﾋｸﾞﾗｼ･ｵｵﾋﾗ

ﾀｼﾃﾞﾑｼ･ｶﾌﾞﾄﾑｼ･ｸﾛｶﾅﾌﾞﾝ･ｽｽﾞ

ﾒﾊﾞﾁ類･ｶﾗ類･ｺｹﾞﾗ類 

東地区 

ｶﾝｱｵｲ類・ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ･ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ･ｳ

ﾗｼﾏｿｳ･ﾎｳﾁｬｸｿｳ･ﾎﾄﾄｷﾞｽ･ﾔﾏﾕ

ﾘ･ｷﾝﾗﾝ･ｷﾞﾝﾗﾝ･ｴﾋﾞﾈ･ｼｭﾝﾗﾝ･ﾔ

ﾌﾞﾗﾝ･ﾆﾘﾝｿｳ･ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ･ﾔﾌﾞｺｳ

ｼﾞ･ｲﾁﾔｸｿｳ･ﾘﾝﾄﾞｳ･ﾔﾏﾙﾘｿｳ･ｱｷ

ﾉﾀﾑﾗｿｳ･ｵｹﾗ･ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ･ｼﾗﾔﾏｷﾞ

ｸ 

ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ･ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ･ｸﾛｺﾉﾏﾁｮ

ｳ･ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ･ﾊﾔｼﾉｳﾏｵｲ･ｸﾂﾜﾑ

ｼ･ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ･ﾊﾝﾐｮｳ･ｵ

ｵﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ･ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ類･ｶﾗ類･

ｺｹﾞﾗ類・ﾀﾇｷ､ｱﾅｸﾞﾏの痕跡 

北地区 

ｶﾝｱｵｲ類・ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ･ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ･ｳ

ﾗｼﾏｿｳ･ﾎｳﾁｬｸｿｳ･ﾎﾄﾄｷﾞｽ･ﾔﾏﾕ

ﾘ･ｷﾝﾗﾝ･ｷﾞﾝﾗﾝ・ｼｭﾝﾗﾝ･ｵｵﾊﾞｷﾞ

ﾎﾞｳｼ･ﾔﾌﾞﾗﾝ･ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ･ﾔﾌﾞｺｳ

ｼﾞ･ﾘﾝﾄﾞｳ･ﾔﾏﾙﾘｿｳ･ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ･

ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ･ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ･ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ 

ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ･ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ･ｷﾏﾗﾀﾞﾋｶ

ｹﾞ類･ｸﾂﾜﾑｼ･ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ﾐﾝﾐﾝｾﾞ

ﾐ･ﾋｸﾞﾗｼ･ｵｵﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ･ｽｽﾞﾒﾊﾞ

ﾁ類･ｺｹﾞﾗ類 

大根地区 

ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ･ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ･ﾎｳﾁｬｸｿｳ･ﾔ

ﾏﾕﾘ･ｷﾝﾗﾝ･ｷﾞﾝﾗﾝ･ｴﾋﾞﾈ･ｼｭﾝﾗ

ﾝ･ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ･ﾔﾌﾞﾗﾝ･ﾀﾁﾂﾎﾞｽ

ﾐﾚ･ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ･ｲﾁﾔｸｿｳ･ﾘﾝﾄﾞｳ･ｱ

ｷﾉﾀﾑﾗｿｳ･ｵｹﾗ･ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ･ｼﾗﾔﾏ

ｷﾞｸ 

ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ･ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ･ｷﾏﾗﾀﾞﾋｶ

ｹﾞ類･ｸﾛｺﾉﾏﾁｮｳ･ﾊﾔｼﾉｳﾏｵｲ･ｸﾂ

ﾜﾑｼ･ｴｿﾞﾂﾕﾑｼ･ﾆﾎﾝﾄﾋﾞﾅﾅﾌｼ･ｱ

ﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ･ﾋｸﾞﾗｼ･ｵｵﾋﾗ

ﾀｼﾃﾞﾑｼ･ｶﾌﾞﾄﾑｼ･ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ類･ｶ

ﾗ類･ｺｹﾞﾗ類 

西地区 

ｶﾝｱｵｲ類･ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ･ﾎｳﾁｬｸｿｳ･ﾎ

ﾄﾄｷﾞｽ･ﾔﾏﾕﾘ･ｷﾝﾗﾝ･ｷﾞﾝﾗﾝ･ｼｭﾝ

ﾗﾝ･ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ･ﾔﾌﾞﾗﾝ･ﾆﾘﾝｿ

ｳ･ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ･ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ･ｲﾁﾔｸｿ

ｸﾛｺﾉﾏﾁｮｳ･ﾊﾔｼﾉｳﾏｵｲ･ｸﾂﾜﾑｼ･ﾐ

ﾝﾐﾝｾﾞﾐ･ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ類･ｶﾗ類･ｺｹﾞ

ﾗ類・ﾀﾇｷ､ｱﾅｸﾞﾏの痕跡 
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ｳ･ﾔﾏﾙﾘｿｳ･ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ･ﾔﾌﾞﾚｶﾞ

ｻ･ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ 

上地区 

ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ･ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ･ﾎｳﾁｬｸｿｳ･ﾎ

ﾄﾄｷﾞｽ･ﾔﾏﾕﾘ･ｷﾝﾗﾝ･ｷﾞﾝﾗﾝ･ｼｭﾝ

ﾗﾝ･ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ･ﾔﾌﾞﾗﾝ･ﾀﾁﾂﾎﾞ

ｽﾐﾚ･ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ･ﾘﾝﾄﾞｳ･ｱｷﾉﾀﾑﾗｿ

ｳ･ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ･ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ 

ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ･ｸﾛｺﾉﾏﾁｮｳ･ﾊﾔｼﾉｳﾏｵ

ｲ･ｸﾂﾜﾑｼ･ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ･ﾋ

ｸﾞﾗｼ･ｺｹﾞﾗ類 

考察 

   （植物） 

市内 14か所の雑木林調査によって指標植物 25種中 24種が確認された。

全域に分布していた指標種はフタリシズカ、ホウチャクソウ、ヤマユ

リ、キンラン、ギンラン、ヤブレガサなど 12 種であり、広域的に分布

していた指標種も 4 種あった。局地的に確認された指標種はキッコウ

ハグマとエビネであり、このうちエビネは神奈川県レッドデータ生物

調査報告書 2006 で絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。10 年前の同調査

と比較しても指標種数の減少は見られず、全体的に環境は良好に保た

れていると言える。 

外来種は各地区に 1～2 種入り込んでいるが、セリバヒエンソウとオオ

キンケイギクは確認されなかった。 

   （動物） 

対象雑木林 14 か所で確認された指標動物は 25 種中 22 種であり、全域

で確認されたのはクツワムシ、ミンミンゼミ、コゲラ類であった。モ

ンキアゲハ、クロコノマチョウ、ハヤシノウマオイ、アブラゼミ、ス

ズメバチ類は広域に分布していたが、ハラビロカマキリ、フキバッタ

類、エゾツユムシ、ニホントビナナフシ、ハンミョウ、クロカナブン

は限定された地区のみで確認された。指標動物が最も多く確認された

南地区の震生湖や立野緑地、東地区の名古木は多様な生物が生息でき

る豊かな自然環境が保持されているものの、同時に外来種も３～５種

ほど確認されており、早急な外来種対策が課題となっている。 
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   (ｳ)  公園、神社 

調査地 確認された指標植物 確認された指標動物 

公園 1 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ﾔﾌﾞﾗﾝ･ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ 

 

ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ・ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ･ｱﾌﾞﾗｾﾞ

ﾐ･ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ･ｶﾗ類･ｺｹﾞﾗ類 

公園 2 ﾂﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ･ﾘﾝﾄﾞｳ･ ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ･ｶﾜﾆﾅ･ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ･ｱ

ﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ｶﾗ類･ｺｹﾞﾗ類・ 

公園 3  ﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ･

ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ･ｻﾜｶﾞﾆ･ｶﾜﾆﾅ 

公園 4   

公園 5 ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ類･ﾂﾘﾌﾈｿ

ｳ･ｾﾘ 

ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ･ﾆﾎﾝｲﾓﾘ･ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮ

ｳ･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ･ｼｵｶﾗﾄﾝ

ﾎﾞ･ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞタル・ﾍｲｹﾎﾀﾙ・ｻﾜ

ｶﾞﾆ･ｶﾜﾆﾅ 

公園 6 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ･ｾﾘ ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ･ｻｷﾞ類･ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ･

ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ･ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ 

神社 1 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ･ｾﾘ･ｳﾗｼﾏｿｳ･ﾎｳﾁｬｸｿ

ｳ･ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ･ﾔﾌﾞﾗﾝ 

ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ･ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ･ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞ

ﾀﾙ･ｻﾜｶﾞﾆ･ｶﾜﾆﾅ･ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ･ｱ

ﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ｶﾗ類･ｺｹﾞﾗ類 

神社 2 ｶﾝｱｵｲ類･ﾎｳﾁｬｸｿｳ･ﾔﾏﾕﾘ･ﾔﾌﾞﾗ

ﾝ･ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ 

ｶﾜﾆﾅ･ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ･ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ﾐﾝ

ﾐﾝｾﾞﾐ･ﾋｸﾞﾗｼ･ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ類･ｶﾗ

類･ｺｹﾞﾗ類 

神社 3 ﾐｿﾞﾎｵｽﾞｷ･ｳﾗｼﾏｿｳ･ﾎｳﾁｬｸｿｳ･ﾎ

ﾄﾄｷﾞｽ･ﾔﾌﾞﾗﾝ･ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ･ﾔﾌﾞｺ

ｳｼﾞ 

ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ･ｵﾆﾔﾝﾏ･ｻﾜｶﾞﾆ･ｶﾜﾆﾅ･

ｶﾗ類･ｺｹﾞﾗ類 

神社 4 ｾﾘ･ｳﾗｼﾏｿｳ･ﾎｳﾁｬｸｿｳ･ﾔﾌﾞﾗﾝ･ﾀ

ﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ･ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ 

ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ･ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ･ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ類 

・考察 

（植物） 

 

 

（動物） 

 

 

作成中 



 

2020/11/17 - 12 - 

    (ｴ)  河川 

河川 調査地 確認された指標種 

大根川 

上流 
ｶﾜﾆﾅ･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ｲｼﾋﾞﾙの仲間･ﾐｽﾞﾑ

ｼ･ｸｻﾖｼ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ･ｾﾘ 

下流 
ｵﾆﾔﾝﾏ･ｲｼﾋﾞﾙの仲間･ﾐｽﾞﾑｼ･ﾇﾏｴﾋﾞの仲間･ｱﾌﾞﾗﾊﾔ･

ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ･ﾖｼ･ﾔﾅｷﾞ類･ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ･ｾﾘ･ｻｷﾞ類 

金目川 

上流 

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ﾓﾝｶｹﾞﾛｳの仲間･

ｶﾜｹﾞﾗの仲間･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ･ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞの仲間･ｼﾏﾄ

ﾋﾞｹﾗの仲間･ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾞﾗの仲間･ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗの

仲間･ﾌｻｻﾞｸﾗ･ｾﾘ 

中流 

ｶﾜﾆﾅ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ﾓﾝｶｹﾞﾛｳﾉﾅｶﾏ･ｶﾜｹﾞﾗ

の仲間･ｺｵﾆﾔﾝﾏ･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞの仲間･ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗの

仲間･ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗの仲間・ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ･ｲｼﾋﾞﾙの仲間･

ｱﾌﾞﾗﾊﾔ･ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ･ﾖｼﾉﾎﾞﾘの仲間･ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

下流 

ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ｶﾜｹﾞﾗの仲間･ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄ

ﾋﾞｹﾞﾗの仲間･ｲｼﾋﾞﾙの仲間･ﾐｽﾞﾑｼ･ﾇﾏｴﾋﾞの仲間･ｱ

ﾌﾞﾗﾊﾔ･ﾖｼﾉﾎﾞﾘの仲間･ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ･ﾂﾙﾖｼ･ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ･ﾐ

ｿﾞｿﾊﾞ･ﾌｻｻﾞｸﾗ･ｷｾｷﾚｲ･ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

葛葉川 
上流 

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ･ｶﾜﾆﾅ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾓﾝｶｹﾞﾛｳの仲間･ｶﾜｹﾞﾗの仲

間･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞの仲間･ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ﾋｹﾞﾅｶﾞ

ｶﾜﾄﾋﾞｹﾞﾗの仲間･ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗの

仲間･ｲｼﾋﾞﾙの仲間･ｶｼﾞｶ･ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ･ｽｽｷ･ﾂﾙﾖｼ･ﾐｿﾞ

ｿﾊﾞ･ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

下流  

四十八瀬川 

上流 

ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間・ﾓﾝｶｹﾞﾛｳの仲間・ｶﾜｹﾞﾗ

の仲間･ｵﾆﾔﾝﾏ･ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾞﾗの

仲間･ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗの仲間・ﾔﾏﾒ､ｱ

ﾏｺﾞ･ｶｼﾞｶ･ｽｽｷ･ｵｷﾞ､ﾌｻｻﾞｸﾗ･ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

中流 

ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ﾓﾝｶｹﾞﾛｳの仲間ｶﾜｹﾞﾗの仲

間･ｺｵﾆﾔﾝﾏ･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞの仲間･ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗの仲

間･ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾞﾗの仲間･ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ｶｸﾂ

ﾂﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ｱﾌﾞﾗﾊﾔ･ｶｼﾞｶ･ﾖｼﾉﾎﾞﾘの仲間･ｽｽｷ･ｵ
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ｷﾞ･ﾂﾙﾖｼ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ･ｾﾘ･ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ･ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ 

下流 

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ｶﾜｹﾞﾗの仲間･ｺｵ

ﾆﾔﾝﾏ･ｵﾆﾔﾝﾏ･ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞの仲間･ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ﾋｹﾞﾅ

ｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾞﾗの仲間･ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ

の仲間･ｳｸﾞｲ･ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ･ｶｼﾞｶ･ﾖｼﾉﾎﾞﾘの仲間･ｽｽｷ･

ﾂﾙﾖｼ･ﾔﾅｷﾞ類･ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ･ﾌｻｻﾞｸﾗ･ｷｾｷﾚｲ･ｶｼﾞ

ｶｶﾞｴﾙ 

水無川 

上流 

ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ﾓﾝｶｹﾞﾛｳの仲間･ｶﾜｹﾞﾗの

仲間･ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞの仲間･ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄ

ﾋﾞｹﾞﾗの仲間･ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗの仲

間･ｶｼﾞｶ･ｽｽｷ･ﾂﾙﾖｼ･ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

中流 

ｶﾜﾆﾅ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ｶﾜｹﾞﾗの仲間･ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞの仲

間･ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾞﾗの仲間･ｲｼﾋﾞﾙの仲間･ﾐｽﾞﾑｼ･ｱ

ﾌﾞﾗﾊﾔ･ｵｷﾞ･ﾂﾙﾖｼ･ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ･ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

下流 
ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ｶﾜｹﾞﾗの仲間･ｲｼﾋﾞﾙの仲

間･ﾐｽﾞﾑｼ･ｱﾌﾞﾗﾊﾔ･ｵｷﾞ･ﾂﾙﾖｼ･ｾﾘ･ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

室川 

上流 

ｶﾜﾆﾅ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾓﾝｶｹﾞﾛｳの仲間･ｶﾜｹﾞﾗの仲間・ｵﾆﾔﾝﾏ･

ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞの仲間･ｱﾐｶの仲間･ｲｼﾋﾞﾙの仲間･ﾐｽﾞﾑｼ･ﾖ

ｼ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ･ｾﾘ 

下流 

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ･ｻﾜｶﾞﾆ･ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳの仲間･ｶﾜｹﾞﾗの仲間･ｵﾆ

ﾔﾝﾏ･ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾞﾗの仲間･ﾅｶﾞﾚ

ﾄﾋﾞｹﾗの仲間･ｲｼﾋﾞﾙの仲間･ﾐｽﾞﾑｼ･ﾇﾏｴﾋﾞの仲間・

ｱﾌﾞﾗﾊﾔ･ﾖｼﾉﾎﾞﾘの仲間･ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ･ﾂﾙﾖｼ･ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ･ﾐ

ｿﾞｿﾊﾞ･ｾﾘ 

・考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成中 
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  エ 外来生物・要注意種 

指標種 調査地 

植物 

ｾﾘﾊﾞﾋｴﾝｿｳ 西・ 

ｵｵﾌｻﾓ 東 

ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ 東・上・南・公園 1・神社 2 

ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ 
東・西・南・大根・鶴巻・公園 2・

公園 5・ 

ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ なし 

ﾅｶﾞﾐﾋﾅｹﾞｼ 東・西・公園 1・公園 6・神社 1 

ﾏﾙﾊﾞﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ 東・南・大根 

ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ なし 

ｺｶﾅﾀﾞﾓ なし 

ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ 四十八瀬川（下流）、水無川（上流） 

ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ なし 

ｱﾚﾁｳﾘ 
大根川（上流）、四十八瀬川（上流・

下流） 

ｵｵｶﾜｼﾞｼｬ 金目川（下流） 

動物 

ｳｼｶﾞｴﾙ 南・公園 6 

ｶﾀﾞﾔｼ なし 

ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

東・上・西・南・鶴巻・公園 3・公

園 4・公園 6・神社 1・神社 3、大根

川（下流） 

ｻｶﾏｷｶﾞｲ 東 

ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ 鶴巻 

ｱｶﾎﾞｼｺﾞﾏﾀﾞﾗ 東・南 

ｱｵﾏﾂﾑｼ 
北・東・上・西・南・大根・公園 2・・

神社 1・神社 2・神社 3・神社 4 

ｸﾏｾﾞﾐ 南・公園 2・神社 4 

ﾑﾈｱｶﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ 東・西・神社 1 

ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ 東・西地区・公園 2・神社 2・神社 3 

ﾔﾏﾋﾞﾙ 東・西・大根地区 

ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ 大根川（下流） 
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生き物調査で確認された特定外来生物 

分類群 特定外来生物 

哺乳類 なし 

鳥類 ガビチョウ 

爬虫類 なし 

両生類 ウシガエル 

魚類 ブルーギル、コクチバス、オオクチバス 

昆虫類 アカボシゴマダラ 

甲殻類 なし 

クモ・サソリ類 なし 

軟体動物等 なし 

植物 アレチウリ、オオフサモ、オオカワジシャ 

・考察 

（動物） 

 

 

 

（植物） 

 

 

 

オ 総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成中 

 

作成中 
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(2)  生物多様性保全への取組み 

ア  自然とのふれあい 

市の取組み 市民・事業者が協力できること 

・森林や里地里山の地域資源を利用し

たイベントを実施し、自然とふれあう

機会をつくります。 

・イベントに積極的に参加、協力しま

す。 

イ  環境学習の実施 

市の取組み 市民・事業者が協力できること 

・エコスクールなど学校や地域で実践

的な環境教育・学習の場を作ります。 

・環境情報の発信や啓発を進めます。 

・環境保全に携わる人材の発掘や育成

に努めます。 

・環境学習・教育・体験活動に積極的

に参加、協力します。 

 

ウ  動植物の分布の把握や保護 

市の取組み 市民・事業者が協力できること 

・団体等と協力して継続的に生物調査

を継続して実施します。 

・野生動物を保護し、適正な管理に努

めます。 

・外来動植物について市民に周知し、

駆除への協力や市内パトロールなど

を実施します。 

・外来動植物の駆除等、外来種対策に

協力します。 

・動植物の適切な飼育、栽培管理をし

ます。 

 

エ   緑地の保全・創造 

市の取組み 市民・事業者が協力できること 

・環境創出行為に対して、緑地等指導

を行っていきます。 

・「生き物の里」を指定するとともに

その活動を充実させ、谷戸田などを保

全します。 

・樹林保全地区の指定、みどり基金等

の活用により緑を保全します。 

・「生き物の里」の適切な管理、活用に

努めます。 

・樹林保全地区の適切な維持管理に努

めます。 
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オ  環境ボランティア団体への支援 

市の取組み 市民・事業者が協力できること 

・環境ボランティア団体への支援や連

携など、環境保全活動を推進します。 

 

・環境ボランティアの育成に努めます。 

 

(3)  将来的な展望 

   相互に関連、複雑化している環境・経済・社会問題を解決するため、 

各地域が地域資源を補い支え合い、その特性を生かした自立・分散型の 

社会を形成する「地域循環型共生圏」という考え方が提唱されています。 

本市においては、里地里山を始めとする豊かな自然環境の保全により、 

地域の活性化を図ることが地域循環型共生圏の構築に繋がるものを考え 

ています。 

 現在、様々な団体等の活動により、本市でも生物多様性が保全されて 

いる地域があります。このような団体等と連携することで、この特性を 

保全・活用・発信し、地域活性化に繋げていきたいと考えています。 
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・自然に触れる機会の提供 

・環境情報の啓発 

・野生動物の保護や外来種対策 

・環境に携わる人材の発掘や育成 

・ボランティア団体との連携、支援 

・環境保全や創造 
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